
子規の和歌・俳句と漢文學

輔
一

仁 枝 忠

　子規の漢文學に封ずる造詣は運算なもので，その文章を望めば，如何に多くの漢文學の文献を讃んでみた

かが想像せられる。しかし明治の教養ある入は皆さうであって，子規のみの特異性と云ふことは霜曇ない。

ただこれと彼の和歌・俳句が非常に重宝を持ってるたことに注意する必要があると考へられることである。

そしてこれを少しく分析してみることが，即ち本稿の目的とするところである。

　彼の年譜を繕いて見ると，早く六七才より漢文を學び，中農二年中頃には吟祓を組織して闘詩を行ってみ

る。即ち彼の文學への關心は，先づ漢詩文によって啓畿せられたと見るべきであらう。後になってからでは

あるが，特に本田種竹・國分青匡・桂湖村等の高名の詩人とも交り，多大の影響を受けたものと思はれる。

後に歌と句における影響關係を調査したが，初期における引用の甚だ多いのに比して，後期に比較的少いこ

とが知られる。これは漢詩文が若くして活躍した彼の作品や主張の中で，大きな役割を果したことを意味す

るものではあるまいか。

　彼の讃んだと思はれる漢詩文の書は，大略當時の教養ある人たちの學んだと思はれる一般的な中國の古典

であったやうである。この鮎で同期の友人たる夏目漱石と酷似してみる。その讃書の目録の牛ぼは後の和歌

と俳句の影響の部分に（）を付して示してみる。試に詩論詩話の影響について考へてみよう。明治二十九

年に嚢表せられた「俳句二十四膿」は，眞卒・師興・即景・音調・擬人・廣大・雄肚・勤抜・雅僕・艶麗・

繊細・滑稽・奇警・妖怪・適期・悲傷・流暢・信屈・天然・人事・主観・客観・紬謁・聯韻であるが，かか

る分類は漢文學の評論においては常に好んで用ひられるところである。そしてこの二十四の敷は，唐の司空

圖の「二十四並肉」の影響が考へられる。この書は中國の文學批評史上大きな影響を與へ，從って多くの注

魚町や序践の類も作られてみるeまた魏燈台に「二十四部品」，軍紀澤にぱ「演司空表聖詩品二十四首」な

どの著書もある。二十四の詩品とは，雄渾・沖淡・繊濃・沈著・高古・典雅・洗錬・勤健・綺麗・自然・含

蓄・豪放・精神・績密・疎野・清奇・委曲・實壕・悲慨・形容・超詣・素面・曝達・流動である。標題だけ

でも比較して興味がある。第一の眞率と雄渾の論を比べてみると，

　　眞率一口く眞率体曰く雄牡体曰く何曰く何，蓋く零れ其体を指すのみ体は虚字なり故に巧拙善悪の意

　　　　　　を含むに薫ず況して此迄別だる曖昧を免れず君子幸ひに粗歯を智むる表れ。

　　雄渾一大用外腓。眞龍内充。返虚入渾。積健爲雄。具備萬物Q横絶太空。荒荒油雲。蓼蓼長風。超以

　　　　　　象外。得其環中Q持之匪彊。來之無窮。

　第二十四の紳韻（王漁洋の主張するところである。彼は唐詩の五言七言の律絶を選びてr神韻集」を著

す。漁洋は司空圖に基く。）と第二十一の超詣の論を聞いてみると，

　　紳韻一即かず離れず實ならず虚ならず主観ならず客観ならず之を紳韻膿といふ故に此艦には主客両観

　　　　　　を斑別し難き者二事二物の關係明かならぬ者多し主とする所只精神韻致のみ

　　超詣一匪神之霊。匪幾之微。如將白雲。清風與録。遠引若至。臨之已非。少有道氣。終與俗違。鶴し山
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清山高専紀要（第2巻　第1号）

　　　　　　喬木。碧苔芳曝。諦之思之。其日愈希。

　そして前当の，遇之匪深。自口之愈稀。自然の，傭拾出題。乱取諸郡。清奇の，神出古異。澹不可牧。含蓄

の，不著一i字。会得風流。流動の，超超神明。返畦塗無。などの語も子規のこの神韻について考へらるべき

語である。また「墨汁一滴」の，

　　爲山氏の書は工緻精微，不折君の謁は雅撲雄健。

を採ってみると，かかる批評の記述は，詩論書においては一般的なもので全く枚學するに暇がないのであ

る。例へば「詩数」の開山に，

　　優柔敦厚。周也。僕茂雄深。漢也。

また同書省六に，唐丸の五言絶句を評して

　　工緻天然。風味可掬。

また次の簡文の烏棲曲を，

　　奇麗精工。

と評してみるが，これが詩話や詩論における極めて普通の批評の方法となってみる。彼の和歌にしても俳句

にしても，根抵に漢詩文があり詩論詩話があって，ある時にば明確に外面に露れ，或は底流して内に潜んで

いるが，しばしぼ制作の動機ともなってみるのである。「芭蕉雑談」で「あら海や」の句を評して，

　　天門中断楚序開の詩は此句の経にして飛直下三千尺の詩は此句の緯なり思ふてこsca到れば誰れか芭蕉

　　の大手腕に驚かざるものぞ。

と李白の詩をもって句の轡型を考へてるる。「美の主観的観察」に

　　漢詩を用ゐ漢文の句法を用ふれぽ緊密ならしむる上にも効力あり。

とも論じてみるが，彼の作句の態度を端的に述べたものである。

　さて本論と關係の深い文を一二次に記載しよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　三たび歌よみに與ふる書

　　（前文略）調にはなだらかなる調も有之，迫りたる調も有之候。卒和な長閑な檬を歌ふにはなだらかな

　　る調を用ふべく悲哀とか慷慨とかにて情の迫りたる時又は天然にても人事にても景象の活動甚だしく攣

　　化の急なる時之を歌ふには迫りたる短き調を用ふべきは論ずる迄も無之候。然るに歌よみは調は纏てな

　　だらかなる者とのみ心得候と相見え申候。斯る誤を來すも畢寛從來の和歌がなだらかな：る調子のみを取

　　り來りしに因る者にて，俳句も漢詩も見ず歌集ばかり讃みたる歌よみに爾か思はるXも無理ならぬ事と

　　存候。さてさて困った者に御座候。（中略）斯る歌よみに蕪村派の俳句集か盛唐の詩集か讃ませたく存

　　候へども，驕りきったる歌よみどもは宗旨以外の書を讃むことは承知致すまじく渤めるだけが野暮にや

　　候べき。

　歌人は古來からの和歌の領域にのみに閉ぢ込もることをしないで，俳句や漢詩，特に蕪村の句と盛唐の詩

の調をも學ぶべきを論じてみる。元來俳句や和歌と漢詩は異形同趣のものであって，そのもの勾当にはその

藝術的債値において上下優劣のあるべきことでないことを論じてみる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　俳　句　　と　漢　詩

　　俳句と和歌と漢詩と形を異にして趣を同うす。中にも俳句と漢詩と殊に似たる庭多きは俳句が力を漢詩
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仁枝　忠　　子規の和歌・俳句と漢文學

　　に籍りしに因るべきか。芭蕉は杜甫の詩を讃みて其趣味を俳句に移し蕪村は詩の趣味と共に詩の言葉を

　　も俳句に用みたり6然るに漢詩を解する者往々にして俳句を解ぜざる者あり。こは俳句を見るに漢詩を

　　見るの標準を誤りしが一旦俳句と漢詩と二致あるに非るを悟るや疑團氷解して始めて漢詩の眞相を認め

　　得たる心地す。俳句解すべからずとなす者，亦た俳句を見ること詩を見るが如くせば容易に之れを解し

　　得べし。漢詩を見る中には俳句と暗合したる句もあり，又漢詩の句にして直に俳句と爲し得べき者もあ

　　り。今漢詩と之に封ずる拙句とを並列して大方の一笑に供せんとす。但詩の長所は俳句の長所に非ず，

　　故に詩を詳するにも詩の佳句を取らずして却て凡句悪句を取ること無しとせず，繹し易きに從ふのみ。

　　況んや古人が推敲錬磨の後漸くにして二三首の佳篇を得以て千歳の後に残しXが如き者固より余等が咄

　　嵯の間に之を課し得べきに非ざるをや。詩の一句又は二句位が俳句の一首に相當すること常なり。これ

　　も詩に在りては前後の聯絡ある句なるを論証の句として俳句には鐸するなり。故に俳句に澤せんがため

　　に詩句を取らば其詩句は軍猫に離しても猶完全なる意味を有つ者ならざるべからず。

　以上の論を聞けば子規が漢詩と俳句の關係を如何に考へていたかが窺ひ知ることが出來ると共に，彼の漢

詩の課長と共に，他の多くの作もまたこの理念に依ってみたことが知られるのである。このことは俳句のみ

ならず，和歌についても同じことが言へると思はれることは，右の文の冒頭の語によって知られるであら

う。これが私が後に彼の和歌と俳句と漢詩文の關係を考へる基礎たるものである。

　さて右の交に述べられてみる通り，漢詩文を俳句に鐸したものが墨げられてるる。自1」ち漢詩五十篇，漢文

一篇，計五十一一一fiと，その澤俳句六十九句が示されてみる。これはやや雑然として整理せられてるるとは言

ひ難い。これを順序にやや整理を試みて一二の例を墨げてみる。（）内は筆者の加筆である。

・一 A直　　課　　句

　　　初月並中上。（梁の何遜の入館塞示論点同僚）

　　明月の波の上より上りけり

　　　三春専有雁Q萬里少行人。（唐＝の王維の途劉司直赴安西）

　　至る雁行く人更になかりけり

二、省　略　鐸　句

　　　大漠孤姻直。長河落日圓。（唐の王維の使部品上）

　　野の果や霞んで丸き入日影

　　　一肩燗直と長河を省略一

　　　草白狐兎驕（唐の面心の高遠…曲）

　　末枯に人を恐れぬ狐かな

　　　一兎を省略一

三、大　意　澤　句

　　　長安一片月G萬戸営門聲。（唐の李白の子蝉吟歌）

　　夕，月や耳聞ゆる城の内

　　　楡柳蔭鰐革。桃李羅堂前。（習の朝参の誉田卜居）

　　柳あり桃あり家の前後
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津山高専紀要（第2巻第1号）

四、攣　語　繹　句

　　　丘陵蓋喬木。昭王安在哉。（唐の陳子爵の葡丘覧古）

　　徳川の代は亡びけり夏木立

　　　一燕の高目を徳川におき易へた。一

　　　功名富貴若長在。漢水亦慮西北流。（唐の李白の江上吟）

　　花蕊って水は南へ流れけり

　　　一功名富貴を花にかへた。一

五、攣　意　鐸　句

　　　奮苑三富楊柳新。菱歌清唱不勝春。只今惟有西江月。曽三三王宮裏人。（唐の李白の蘇毫覧古）

　　翠帳にさしたる月や畑の上

　　　一三は春，句は秋とす。一

　　　桃之天天。其葉棊棊。之子干鋸。宜其家人。（詩経の國風桃天）

　　秦々たる桃の若葉や君嬰る

　　　一丁の意を逆に嬰るとす。一

六、添　加　澤　句

　　　李白一斗詩百篇。長安市上酒家眠。天子呼來不上船。自稻臣是酒中仙。（唐の杜甫の飲中八仙歌）

　　花の醇醒めずと申せ三人

　　　一花の字を添加。一

　甚だ不十分ながら，大略右の六つに整理出來るであらうか。これについては，拙稿の（蕪村の句における

漢詩文の影響について」（津山高専紀要第一巻第五號）の前文を参照願へれぽ幸である。

　子規の漢籍の愛讃書の目録を想定するためにも参考になると思はれるので，この「俳句と漢詩」に取られ

てみる原詩の登載文献を分析すると次の如くである。

詩　　　　経

唐　　詩　選

古交二三前集

同　後　集

宋詩別裁証

明詩別二品．

古　詩　源

杜工部集又は杜律集解

王右丞集

一iﾑ二句

こ十首（内古文眞寳所牧四首）

一　首（この一首文選所牧）

二　篇（内一篇文選所牧）

三　首

三　首

四　首（但し「梁蘭の木詩」とあるは，「梁の木蘭詩」の誤りと思はれる。この詩は古

　　　　詩。文選所牧一首）

　　　　一　首

十三首（内唐詩選所牧四首。但し子規の王維の詩としてみるものの中「櫨外低秦嶺」の

一・�ﾍ唐詩邊所牧の寄参作の「登纏持閣」である。）

　さて前に和歌，後に俳句における漢詩文の影響について考察したいのであるが，歌については，岩波書店

版，昭和三十一年刊の「正岡子規全歌集竹乃里歌」に依り，大略その順序に從って漢詩文の踏襲蘇案の關係
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を考察し，俳句については，高濱虚子選，岩波文庫版，昭和十六年刊の「子規句集」に依った。これには約

二萬の句の中から二千三百六句が選ばれてみる。和歌の全作品と異り，一割強に過ぎないのであるが，虚子

の序文の中に「私の．見て佳句とするものX外，子規の生活，行動，好爾，其の頃の時相を知るに足るもの，

；拝に工事によって記念すべき句等であった。」と述べられてみる通り，句数は一割程度に過ぎなくても，或ぱ

子規の全豹を見る一斑の役には十分立ち得ると考へたためである。また疑はしきものは〔〕を附して記し

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　和　　　　　　　　歌

明治十八年

○遠山にうそぶく虎の一聲にあだしけものは跡をかくしつ

　　司馬遷の報磨臼卿書，猛虎在深山。百獣震恐。及在陥井豊中。揺尾求食。

○葉がくれにひれふる鯉の過つらん蓮の露のこぼれぬる哉

　　謝眺の遊東風魚期新案動。鳥散鯨花落○　（古文眞寳前集）

○ともし火は星のごとくにならびたり空か海かとまがふ許りに

　　頼山陽の泊天草洋，心心山邪呉邪心。水天髪砂船一髪。　（山陽詩紗）

○玉づさをいそぎよみする心地せり見る問にすぐる天津雁金

　　李白の蘇武，蘇武由旬奴。十年持漢節。白雁i飛上林。空傳一書札。

（文選）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古文眞寳前集）

　　〔漢書の蘇武傳，敏使者謂輩干言。天子上林中得雁。足有係留。書算等在某澤中。〕

○たださへもさびしき山の奥なりとしらで猿の月になくなり

　　魏徴の述懐，古木鳴禽鳥。空山百夜猿。　（唐詩選）

○緋萩の花を枕にむすびつつ宿禰も蝶の夢やみるらん

　　荘子の齊物論，昔者貧農夢爲胡蝶。栩栩然胡蝶也。自喩適志與。不知周也。俄然畳則遽遽然周也。不知

　　周之夢爲胡蝶與。胡蝶睡夢爲周與。胡蝶則必有分　。

○かせぐらん暮れて樵夫の痴る食せおふましばに月をのせても

　　陶慶明の錦園田居，侵艮理荒稼。帯月荷鋤皇請。　（古文箕寳前集・陶淵明集）

○庄の江の磯におりるて藍田鶴は一件たかく月になくなり

　　詩経の小雅・弓鳴，鶴鳴九皐。其聲聞天。

0庭もせの草木の影も短くてはや中空にのぼる月かな

　　王安石の夜直，春色」拶人眠不得。月移花影上欄干。（聯珠詩格・錦繍段）

○けふをいっとしらで過ぬる旅課には夜毎の月ぞ暦なりけり

　　唐入の詩，山僧不解歎甲子。一葉旧知天下秋。　（交録：・詩人玉屑）

　　〔漁南子の設山草，見一葉落。而知歳之將暮。〕

　　寄贈の磧工作，走馬西來恒等天。鮮家世月爾同圓。今夜不知何壁宿。平沙萬里降人姻。　（唐詩選）

○春た弐ばおのが色香も老んとや年のこなたに梅は恥くらん

　　劉廷之の代白頭翁，洛陽早見惜顔色。行見落花長嘆息。今年花落顔色改。明年半開復誰在。　（唐詩選，

　　古：文眞寳前集は宋之問の有所思とす）
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○頑是なき子供心は悟りをぽ開かぬさきの悟りなりけり

　　孟子の離婁，孟子日。大人者。不平其赤子之心耳鼻。

　　〔老子，專氣致柔。能州嬰見乎。また，常徳不離。復選於嬰見。〕

明治十九年

○岩ふみて落ちくる瀧を仰ぎ見れば空にしられぬ霧ぞふりける

　　李白の厘山財布，日照香櫨生耳掛。遙看爆野掛長川。導流直下三千尺。疑是銀河落九天。　（聯珠詩格）

明治二十年

○白梅の色はそれとも見えわかで月の光りの匂ふ夜牟かな

　　林和靖の山園小梅，疎影横斜水清淺。暗香浮動月黄昏。　（宋軒別憎憎・詩人玉屑）

明治二十一年

Oさなきだに夕の風に涼しきを縦の櫓に月も出けり

　　王安石の夜直，金鐘翠蓋漏聲残。勇勇野風陣陣寒。春色拶人眠不得。月移花影上欄干。　（聯珠詩格・錦

　　繍段）

○夜はふけて行來の人もなぎさうつ波の音のみぞ夢に聞ゆる

　　重五徳の源半解澗，春潮即妙晩早急。野渡無人舟自横。　（三髄詩）

○墨田川かりのすまひに五たびまでみちたる月をながめてしがな

　　塔参の郷中作，走馬西堺欲回天。持家見月爾同圓。　（唐詩選）

○いかにせんうき名を流す墨田即すみたる水もにごるならひを

　　詩経の椰風谷風脛以滑濁。手提其該止。

明治二十二年

○ほとXぎすともに聞かんと契りけり」血に暗くわかれぜんと知らねば

　　白居易の琵琶行，其間旦暮聞何物。杜四隅血猿哀願。　（古文眞寳前集・唐詩三百首）

明治二十三年

0雲のごとしたがふ人はありとてもいかでかくさん天津日かげを

　　十八史略の周，公李卒。昌立。爲西伯。西伯修徳。諸侯錦之。………漢南蹄西伯者四十國。皆以爲受命

　　君。三分天下有其二。

　　同書の武甲の項，西伯卒。子脚立。是爲尊王。東観兵至盟津。………是時諸侯。不期而會者八百。皆

　　日。討可伐　。王不可引蹄。　（「：文王」の詞書きがあるところは前者の如く思はれるが，意味は後者が

　　當る。）

○とこしへに散らぬつゴれの錦とはもみちに似たる鳥の跡かな

　　蒙求の蒼翠玉字，蒼頷黄帝下臣。観鳥跡罪作文字o

O紺王の飲む無道酒は池をなし書の牛肉はやしたるまX

　　十八史略の殿，紺…∴・…廣沙本図垂。三塁爲池。懸肉爲林。爲長夜之飲。

○渾沌の中に世界がわき出でX一つのものが四つとなりけり

○黄帝が易に天下の理をこめて一つのものが八つとなりけ’り

　　易経の繋辮上，易有太極。是生爾儀。爾儀生四象。四象生八卦。　（但し伏裁氏の八卦を書したと古來言
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仁枝　忠　子規の和歌・俳句と漢文學

　　はれて來たが黄帝の八卦を叢したる記事を知らず。）

○千年を経れば狐の尾もふえて一つのものが九つとなる。

　　竹書紀年の上，帝仔八年。征干東海。及三三。得一狐九尾

○借金で人爵買ふて別品の酌でをさめん胸の滴績

　　孟子の告子，有天爵者。有人爵者。仁義忠信。樂善不倦。此天爵也。公卿大夫ρ此人爵也。古堅人。脩

　　其天爵。而人爵從之。轡型入脩其天爵。以営門爵。既得爵。弓馬其天爵。野望之甚者也。終亦必亡而已

　　Zxg　o

O夏知らぬ山は扇もいらぬかやいつもさかしにかけておくなり

　　石川丈山の富士山，仙客來遊雲外韻。下龍棲老洞中淵。雲如紋素煙如柄。白扇倒懸東海天。（覆醤集）

○立ちいでXはやいく年をふるさとに錦りて見ればあたらしき里

　　〔賀知章の同郷偶書，少小離家老大周。郷音不改髪毛催。児童相見不相識。笑問客從何慮來。　（唐詩三

　　百首）〕

○故郷を雲と霞の旅の空羽をかはして千鳥をしどり

　　白州天の長恨歌，在天願作比翼鳥。在地旧作連理枝。　（古文眞寳前集・唐詩三百首）

明治二十四年

○我もいま花の友とやゆるされんをちかたよりぞ尋ねきつれば

　　論語の學而，子日。………有朋自遠方來。亦不十四tt

Oあへぎつ玉行きかふ人をよそにみてここは涼しき松の下風

○風やどる川邊に夏ぱなかりけり月やす．k’しき水やす築き

　　源英明の夏日閑避暑，池冷水無三伏夏。松高風有一一翌秋（・，（和漢朗詠集）

○かれは富士これは妙義とわきいでX山なす雲に夏は來にけり

　　陶淵明の四時，春水満四澤。夏雲多奇峰。　（古文眞寳前集）

○我懸はまがきのひまを行く駒のまなくひまなく思ふ頃哉

　　薙子の知北遊，人生天地之間。若白駒之過隙。

　　〔史記の留侯世家，人生一世間○如白駒過隙∩〕

明治二十五年

○心せよ手綱ゆるみしひまを猶月日の駒ははしるなりけり

　　荘子の知北遊，同上

○松山ゆ東も通ふ言濱の高どの遠く白帆ゆくなり

　　白干天の春江，閉閣只聴朝暮鼓。上櫻空望往來船G　（新撰朗詠集・二等：文集）

○うてなは雲，人馬は豆。五百の青縷には知らぬ時雨のあし宙を飛んで足もとにゆる入相の鐘は上野か淺草

　　杜牧の阿房宮賦，五歩一丁。十歩一廻。………長橋臥波。未雲何龍。複道行空。不霧何虹。高低冥迷。

　　不知西門。歌三野響。春光融融。舞殿括袖。風雨三階。　（古文眞寳後集・文章軌範）

　　骨植の美女，青縷臨大路。高門結重關。　（玉毫新詠。古詩源）

明治二十七年

○牛に乗りていつくに人の蹄るらん柳のちまた桃の下道
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　　杜牧の清明，清明時節雨紛紛。路上行人欲断膓。借問酒家対自有。牧童遙指事花村。　（葵川集）

0雲かあらず煙かあらず日の本の山あらはれぬ帆機の上に

　　蘇東披の書王定國所三胎野馬障圖，江上愁心千難山。浮空積翠如雲姻。山耶雲耶遠莫知。姻空雲散山依

　　然。　（層群別事集）

　　〔頼山陽の泊天洋，雲耶山耶呉耶越。水天髪群青一髪。　（山陽詩鋤）〕

明治二十八年

0月もなき夜頃となれば須磨の浦や沖邊遙かに並ぶ漁火

○漁火の敷そふ見れば須磨の浦やうしろの山に月落ちけらし

　　張繊の楓橋夜泊，月落川帰霜満天。江村漁火封愁眠。　（唐詩選・三聯詩）

○新艦詩「園の秋」の，庭十歩秋風吹かぬ隈もなし

　　〔高適の別董大，十里黄雲白日曉。北風吹雁雪紛紛。（唐詩選）〕

　　〔唐黍謙の曲江春望，聖母冠蓋皆陵墓。一卜里宜春下苑花。（三騰詩）〕

　　〔十寸錫のの秋風引，何庭秋風至。蒲蒲迭雁群。朝來入庭樹。孤客最先聞。（唐詩選）〕

0同じく，灯ともして秋の夕を淋しがる

　　李白の春夜宴桃李園序，古人採燭夜遊。良有由也。　（古文眞寳後集）

　　白南天の春中黒盧回賢母華旧観同居，背黒共学深夜月。踏花同等少年春。　（白民文集・和漢朗詠集）

　　古詩十九首，生年不満百。常懐干歳憂。書四苦夜長。何不乗聖旨。爲樂當即時。何脱腸弓長。　（文選・

　　古詩源）

○同じく「胡弓」の，悲しき聲を，ふりたてx　歌ふを聞けばあはれなり。少女は知らず亡國の恨，

　と彼や　歌ふらん，國は破て　山河在り，草木青，とや　歌ふらん。

　　杜牧の泊秦准，商女不知亡國恨。隔江三唱後庭花。　（三竿詩・唐詩三百首）

　　杜甫の春望，國破山河在。城春草木深。　（唐詩選・唐詩三百首）

明治三十一年

○霜防ぐ菜畑の葉竹今さしぬ筑波根颪雁を吹く頃

　　劉禺錫の秋風引，何腱秋風至。瀟三野雁群。朝細入庭樹。孤客最先聞。　（前出）

○とぽり垂れて閨より入は起き出でず牡丹の花に朝日さすなつ

　　白樂天の香櫨即下新草山居草堂初回偶題東野，日高睡足早弄璋。小叩重裳不拍寒。　（白氏文集）

　　同じく長恨群雲髪花甲金歩樒。芙蓉帳隔日春宵。春宵苦短日高起。從此君王不早朝。　（白氏文集・古

　　平野寳前集）

○天津橋上繁華の子等の見えしょり天津橋下春の水青し

　　劉睡眠の公子行，天津橋下陽春水。天津橋上繁華子。　（唐詩選）

○回れ昔し中等の美少年花費るおちとなりにけるかな

　　劉廷芝の代悲白頭翁，此翁白頭眞可憐。伊昔紅顔美少年。　（唐詩選）

　　〔白早天の齋炭翁，費炭翁。伐薪焼炭南山中。満面塵灰煙火色。両髪蒼蒼十指黒。費炭得銭何所螢。身

　　上衣裳口中食。可憐身上衣正軍。心憂炭踏舞天寒。夜來城外一・早雪。曉駕炭車無機轍。（同氏文集）〕

　　〔同じく買花，帝城春欲暮。喧喧車馬度。三道牡丹時。相随買花去。………有一田舎翁。偶來買花庭。
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　　低頭濁長歎。此手無人諭。一叢等色花。十戸中人賦。（白氏文集）／

○洛陽の市に花軍る翁にぞ昔の春は問ふべかりける

　　前述の早撃天の，「買花」と「買炭翁」

○高櫻の翠簾もか冥ずず春暗み飛び奔る蝶を打つ人もなし

　　杜牧の秋夕，銀燭秋光冷書屏。軽羅小学撲流螢。　（聯珠旧格・唐詩三百首・三膿詩）

○山里に螢飼ふな：る五畝の興味はつくらず桑を多く早う

　　孟子の梁恵王，五畝之宅。樹之以桑。五十者可半半畠　。

　　同じく霊心，五畝弊宅。樹即下以桑。匹婦翼之。則老者足以衣畠突。

○月出ずる忍が岡は犬吠えて櫻の影を踏む人もなし

　　目時天の春夜呼掛四周華華懸軍同居，背燭共憐深夜月。踏舞同惜少年春。　（和漢朗詠集・白氏文集）

○市中に誰が隠れたる得ならん花に門閉ぢて経を警む聲

　　王康珊の反毒煙，小隠隠陸藪。大隠隠朝市。（文選）

　　白糠天の中隠，大隠住朝市。小隠入丘埜。　（白氏文集）

○中垣の境の桃は散りにけり隣の娘きのふとつぎぬ

　　詩経の周南の桃天，短身天天。灼灼弁韓。之子干瞬。宜其室家。

○試みに君の御歌を吟ずれば堪へずや鬼の泣く聲聞ゆ

　　杜甫の寄李白二十韻，筆落驚風雨。平成泣鬼神。　（杜工部集・古文眞寳前集）

　　詩経の大序，正得失。動天地。感鬼神。卑近於詩。

○子を思ふ峯のましらの鳴く聲に旅行く人の袖ぞゆれける

　　高適の邊李少府時潮中王府慶長沙，巫峡帰籍数行涙。衡陽漏雁幾封書。　（唐詩選）

　　（杜甫の秋興八首其の二，聴猿即下三聲涙。奉勅虚陥八月半。（杜工部集〕）

○丁とうてぽ丁とうつ槌の音冴えて鍛冶屋の梅の眞白に散る

　　詩経の周南の免冒，粛粛免冒。極之丁丁。

○夜を守る砦の簿の影冴えて呼野の月に胡人胡茄を吹く

　　答参の胡雑歌野望眞早使赴河朧，幽翠聞胡歌聲最悲。紫髭緑眼胡人吹。………箆講山南月欲斜。胡人向

　　月吹胡茄………邊城夜夜多愁夢。臨月早歌誰喜聞。　（唐詩選）

○官人の異事に鞭うつ影もなし甲州門前柳青青

　　王維の邊元二使安西，三隅朝雨混輕塵。客舎青青柳色新。　（三艦砲）

　　同じく寒食氾上，落花寂寂暗山鳥。楊柳青青渡水人。（三艦詩）

　　費至の駅亭春望，日長風暖柳青青。北雁諦飛入脊冥。（唐詩選）

○城中の千戸の杏花眠き七關帝廟下人市をなす

　　劉禺錫の自朗州至京戯贈丹花諸君，紫阻紅塵彿面來。無人不道看花回Q玄都澱裏挑千樹。蓋是劉郎去後

　　裁。　（唐詩選）

　　〔戦学監の齊策，群臣進諌。門庭若市〕

○普陀落や岸うつ波とうたひつX柄杓手にして行くは誰が子ぞ

　　杜甫の白帝城最高櫻，杖蘂嘆世者誰子。泣回送空Ej白頭。　（杜工部集・杜律集解）
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○漢となり皆となる世は夢なれや桃の林を牛に乗って行く

　　耳茸明の桃花源記，武陵人………錦町行。忘路之遠近。忽逢桃花林。・・…・…今是何世。乃不知有漢。無

　　論魏替。　（陶淵明答・蒙求）

　　〔伊仙全傳の老子，以明王二十三年。駕青牛車Q書函谷關。〕

○榛の木に烏芽を噛む罪なれや野山を出でX人畑をうつ

　　陶淵明の野卑來蹴，雲無心以出山由。鳥年三而知還。……6・・懐良辰年三往。或漂砂而転粁。　（陶淵明集・

　　古文眞寳後下）

○牛かひにいざこと問はん此ほとりに世をのがれたる翁ありゃと

O卑して庵訪ひ來る人あらば藥掘らんと出ぬとこたへよ

　　杜牧の清明，借問酒家何慮有。牧童遙指杏花村。　（堀川集）

　　牛島の尋隠者不遇，松下問童子。言師採藥去。只在此山中。雲深不知慮。　（唐詩選）

○紅粉を流し白粉を注ぐ三千の面影もあらず只萎の月

　　陸亀蒙の買置，華押三晃不愁人。守殿三十別置春。曉日観粧千騎女。白櫻三下紫縮巾。　（三志津）

　　李白の蘇芳覧古，只今惟有界江月。曽照呉王宮裏人。（唐詩選）

　　〔同じく越中懐古，越王句践破子tt。義士平家誼錦衣。宮女如花満春殿。只今惟有鴎鵡飛。（唐詩選）〕

○年々歳々花相似たる向嶋歳々年々人同じからず

　　劉廷芝の代悲白頭翁，年年歳歳花相似。歳歳年年人不同。　（唐詩選・和漢朗詠集）

○桑の田は青海原となりぬべし末の松山波は越えじな

　　同じく代悲自頭翁，三見松柏擢爲薪。旧聞桑田攣成海。　（唐詩選）

○長安の市の酒屋に着駅きて李白が貯三斜なり

　　杜甫の下中八仙歌，李白一斗詩百篇。長安市上酒家眠。　（唐詩蓮i・古文眞寳前集）

○善き酒のもたひの底に残りける惜むべき落花君掃ふ莫れ

　　零参の卑：員外家花樹，今年花似去年好。去年入到今年老。始知入老不野花。可惜落花君莫掃。（唐詩選）

○故さとに我に五反の畑あらぽ硯を焚きて変うゑましを

　　十八史略の職國，蘇即日。………使我有洛陽負厚田二頃。豊能侃光弾相印乎

　　督陸機………弟雲嘗罫書El。回錐見略文。軌欲焼其硯。　（蒙求）

○夏衣まだぬぎあへぬ旅人の袖吹き返す秋の初風

　　張読の一道後期，客心肝日月。來往預里程。秋風不相待。先至洛陽城。　（唐詩選）

○三見し面影もあらず衰へて鏡の入のほろほろと泣く

　　李白の秋浦歌，白髪三千丈。下肥似早蒔。不知明鏡裏。何早早秋霜Q　（唐詩選）

○定めなき世は塞翁が馬なれや我病ひありて歌學び得つ

　　准南子の人間訓，夫醐輻之轄相生。其攣難見也。潤筆上之人。有善術者。馬無故亡而入胡。人皆弔之。

　　其終日。此何町明不等幅乎。居数月。其馬將胡駿馬而臨人皆賀之。其父R。此何知乃不爲調乎。家富

　　良馬。其子好騎。随而折其脚。人皆弔之。其父日。此下知乃不爲幅乎。居一年胡人大入塞。丁目者引絃

　　而戦。近塞野人。死者十九。此早牛破之故。父子相保。故扁之爲漏。化不可極。深不可測也。

〇三崎に君が御魂を弔へば鵠立ちて北に向きて飛ぶ
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仁枝　忠　子規の和歌・俳旬と漢文學

　　頼杏埣の遊芳野，萬人四駅境芳叢。感慨誰能與我同。恨殺残紅飛向北。延元陵上落花風。（春草堂詩鋤）

　　〔蒙求の李明初詩，武別陵詩語。讐畠早早飛。一宛搦南翔。子當留年館。我常蹄故郷。一別如秦胡。倉

　　見何渠央。愴恨切旧懐。不畳涙霜裳。〕

○櫻白く桃紅の垣つyき同姓の家に雛祭るなり

　　〔唐子西の二月看梅，桃花能紅李能白。春深層慮無顔色。（古文眞寳前集）〕

0遠近の桃叩きにけり田舎家は草餅揚きて雛祭るらし

　　菅原文時の三月三日，煙霞遠近鷹上戸。桃李淺深似勧盃。　（和漢朗詠集）

○大道の費卜先生冬枯れてきのふもけふもよる人ぞなき

　　蒙求の君平賞卜，前漢嚴遵。字君平。蜀郡人。修身自保。非其服弗服。非其食弗食。卜笠於成都市。云

　　云

　　〔辛子問の明河馬，更將織女翌旦石。還訪成都費卜人。（古文眞寳前集）〕

○敦盛の墓弔へば花もなし春風春雨播州に入る

　　王昌齢の芙蓉平町辛漸，寒雨連江夜入呉。手明邊客楚山内。　（唐詩選・唐詩三百首）

○公を退りて人の委蛇骨蛇たり庭木の柳風吹きわたる

　　詩界の甲南の蒸羊，蕪羊之皮。素綜五柁。退食自公。委蛇委蛇、，

○江東の子弟三千の皆1きてこよひ限りの月に楚歌を聞く

　　ト八史興の西漢，羽夜聞野冊四面皆楚歌。大驚日。漢皆巳得楚乎。………籍與江東子弟八千人、、渡江而

　　西。今無一人還L］

∩春たくる此摺ヒに誰住みて落花流水明野み去る

　　李白の山中答俗人，問余何意栖碧山。笑而賢答心自閑。桃花流水杏然去。別有天地非人間。　（古文眞寳

　　前集・聯珠詩格）

　　白搾天の遇元畜興信宅，落花不語空母樹。流水無心自入池。　（和漢朗詠集）

　　高餅の訪隠者不遇，落花流水認天台。皐醇閑吟猫車來。　（聯珠詩格）

○若菜摘む裾わの田居の古川に早早ぬれて春の水満つ

○春の水小草がくれに流れいでXありとある澤をひたしぬるかな

　　陶三明の四時，春水満四澤。夏雲多奇峯。　（古文眞寳前集）

○御園生の花の露散る春の水内濠に落ちて外濠に出ず

　　司馬禮の宮怨，年年花落無人見。空牛肉水出御溝。　（唐詩選）

〇三層の縷に上れば國廣し春風春水東より回る

　　陶淵明の讃山海経，微雨從東駅。好風與之倶。　（古文眞寳前集）

　　菅原丈時の梅，華言春色從東到。露暖南枝花始開。（和漢朗詠集）

　　庸撰の南四望，去勢三巴遠。登櫻：萬里春。　（唐詩選）

　　王之漢の三児鵠櫻，欲窮千里眼。更上一層棲。　（唐詩選）

　　白樂天の律府西池，今日不知誰計時。春風春水一時置。　（和漢朗詠集・白粉交集）

○鳩の集に鳩こそそだて鶯の集にそだってふ時鳥かな

　　詩経の召南の鵠巣，維鵠有災。維鳩居之。
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凶聞高専紀要（第2巻第1号）

○故郷の梅の青葉の下陰に衣院ふ妹の面影に立つ

　　棲頴の西施石，西施昔日院沙津。石上青苔思殺人。　（唐詩選）

○大方の寺は若葉にうつもれて三十六峯雨緑なり

　　杜牧の江南春，南朝四百八十寺。多少墨壷煙雨中。　（三髄詩）

0うすもの1・・月の押扇の玉だれのをすの螢を打つ人もなし

0望月のたわる面わの絹團扇君に贈らくは螢うてうそ（三十二年）

　　杜牧の秋夕，銀燭秋光冷予選。輕羅小扇撲流螢。　（聯珠詩格・唐詩三百首・三燈詩は王建作とす。）

○空かわく±用も已に牛ばなり雲の峰わく雲の峰の上

○蝉の鳴く椎の老樹の木のうれに牛ば見えたる夏雲の峯

○峰となり岩と木となり獅子となり攣化となりて動く夏雲

　　陶開明の四時，春水満干澤。夏雲多奇峯。　（古文眞寳前集）

○星合の七日も近き天の川桐の木末や野瀬なるらん

　　古詩十九首の第十，沼這牽牛星。鮫鮫河漢女。………河漢清且淺。相去復幾許。盈盈一水間。脈脈不得

　　語。　（丈選・古詩源）

0古里に輩狩りし日を思ふ明円の瞼正に此時

　　丁丁の張翰適意，張翰………既入洛。齊王制辟。爲大司馬東曹橡。翰因見秋風起。乃思呉中菰菜茸養魚

　　鹸。日人生貴得適志。何能羅下敷千里。以下名爵乎。途命駕而瞬。

　　〔李白の下下門門，二丁荊門紅樹空。布帆無慈姑秋風。此行不爲鮪魚肥。自愛名山入門中。（唐詩選）〕

　　蘇東披の恵崇春江晩景，莫蕎満地蕗芽短。正是河豚欲上時。　（宋詩別裁集）

○伯樂は知らずや陸奥の山中に荷物ひ田かへし年ふりぬとは

　　韓退之の邊温学士平河陽軍序，伯樂一過翼北之野。而馬群途空。夫翼北馬多於天下。伯樂難善知馬。安

　　能空志学耶。　（’文章軌範・唐宋八家文）

○簾捲く下端の山の永き日を雲も起らず書静かなり

　　白樂天の香鋪峯下新卜山居草堂初筆偶題東壁，遺愛寺鐘敬枕聴。香鐘峯雪機簾看。（和漢朗詠集）

　　〔陶開明の擬古，日暮天平雲。春風平帯和。（陶解明集・古文眞蜜前ee　“文選）〕

0解明の詩を讃みやみて菊の根にひとり土かふ日は夕なり

　　陶町明の雑詩，野菊東帯下。悠然見南山。山氣日夕佳。飛鳥相與還。　（文選・古文眞賓前集）

　　同じく瓢詩，秋菊有佳色。裏平綴下下。　（全）

　　同じく讃山海経，衆不平有託。吾亦半年庸。町回下押種。時言讃我書。　（全）

0川上に難鳴く里の名も知らず昏眠くして家五つ六つ

　　陶聖明の桃花源記，有良田平刃物竹之厨。肝陪交通。難犬相聞。　（陶淵明集・蒙求）

　　同じく蹄園田屠，方宅十飴畝Q草屋八九問。楡柳蔭後園。桃李羅堂前。曖曖遠人村。依依櫨里煙。狗吠

　　深層中。難鳴桑樹顛。　（古文丁台前集・陶淵明集）

○里遠ぎ門に車の音もなし書疲の床に散る櫻欄の花

　　陶淵明の雑筆，結盧在人境。而無車馬喧。問君何能爾。心遠自偏。　（前出）

○朝には書を藪へて夕には鍬をかつぎて今日も暮れぬる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一　2e，　一



仁枝　忠　子規の和歌・俳句と漠女學

　　陶淵明の婦園田居，晟興理半里。帯月荷鋤編。　（陶陽明集・古文眞寳後集）

0なかなかに書讃むこともものうかり笠子に臥して雲の行くを見る

○仰むけに竹の管の子に打臥して背ひやひやと雲の行くを見る

　　蒙求の陶灌編去，陶潜字元亮。………嘗夏月虚問。高臥北窓之下。清風颯至。自謂義皇上人。

　　〔陶淵明の錦帯來麟，策早老堺流憩。時早早而遽観。雲無心早出粕。鳥倦飛而知還。　（文選・古文傘骨

　　後集・文章軌範）〕

○酒需くる瓢に瓜の花を活けて絃無し琴の音を聞かぼや

　　陶淵明の五柳先生傳，箪瓢屡空。等厚也。　（陶淵明集・古文眞寳後朝）

　　蒲統の陶靖勢至，淵明輝解音律。而畜無絃琴一一一一・張。早計適。軌撫弄以守旧意。………淵明全日。我量能

　　爲五斗米。折早蒔郷里小児。即日解綬去職。　（陶町明集・蒙求¢）陶潜野羊）

○ひとへ衣襟開ぎはなつ夕風に胤れて蝉の聲ぞ凍しき

○黄を取り印を帯ぶるは我老いたり風に吹かれてひとり森を行く

　　陶淵明の齢去來胤，舟揺揺以輕蝿。風票風瓢而布衣。問征夫以前路。恨農光之烹微。　（文選・古文眞寳後

　　集・文章軌範）

　　杜甫の短歌行購王郎司直，西得諸侯樟錦水。欲向何門級珠履。仲宣縷頭春色深。青眼高歌望吾子。眼中

　　之人酵母突。　（唐詩選・杜工部集）

○蜜はみのり轟はこもりぬとうち語る翁も去りぬ夏の日永さ

　　陶照明の漏園田居，披草平來往。相見無雑言。但道警麻長。桑麻日已長、　（古文県単後帯・陶桐明集）

　　同じく臨園田居，種苗在東皐。国幣満干階。………但願桑麻成。轟月得紡績。　（，人、＝ユt）

　　〔平茸庵の雲谷雑詠，野人斗酒來。農談EI西夕。此意良巳勤。感i歎情何極。蹄去莫頻來。林深山路黒。

　　（古文眞寳前集）〕

○瓜を植ゑ経を講ずる五十年子孫おろかに我老いii．とす

　　陶端唄の辛寧歳七月赴假還早撃夜行塗口，閑居三十載。途與塵事冥。詩書宇宿好。林園無世情。　（陶淵

　　明集・文選）

　　同じく漏園田居，少無適俗画。性本甲野山。上落塵網中。一・去三十年。　（全・古文眞寳前集）

　　同じく単子，白髪被爾髪。肌膚不復實。難有五男見。纏不好紙筆。阿紆已二八。瀬惰故無匹。阿宣行

　　志學。而不愛文術。雍半年十三。不識六與七。通子垂九界。但責梨甘栗。　（三野明集・古文眞寳前集）

　　〔史記の単相國世家，召準者。故駅東陵侯。秦破。爲布衣貧。越階於長安城東。瓜美。世俗謂之東陵

　　瓜。〕

○そら豆の花に夕日の傾きて牛かひどもの笛の音ぞする

　　〔陶開明の肺園田居，種豆南山下。三盛豆苗稀。………道狡草木長。夕露沽我衣。　（陶淵明集・古文眞

　　寳前集）〕

○産守の祭を近み舞ひならす獅子の太鼓の更けて聞ゆる

　　即智の遊山西村，籍鼓追随春野近。衣冠職工古風存。　（宋詩洋裁集・陸放翁詩醇）

○蹄らんか蹄らんかわが故郷の人の子驕り禮を知らずとふ

　　論語の公冶長，子在陳日。闘與麟與。山回之小子濫淫。斐然成章。不知所以裁之也。
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津：山高専紀要（第2巻　第1号）

○聞きなれし松の嵐の音ならばこそあながま瓢あながまの世や

　　蒙求の許由一瓢，許由隠箕山。無盃器。買手捧水飲之。人遺一瓢。得以操飲。飲詑掛於木上。風吹灘涯

　　有聲6由以爲煩。甘干之。

○つかさあさる人をたとへば列なる喰ひ残しの飯の上の蝿

○糞蝿は尿轟を笑ひ三章は糞蝿そしる世にこそありけれ

○難の口のそれならなくに青蝿はことひの牛の尻にこそつけ

0馬の尾につきて走りし蝿もあらんとりのこされし牛の尻の蝿

　　詩経の難風の難鳴，匪難則鳴。蒼蝿之聲。

　　同じく小雅の青蝿，螢螢青蝿。止干簗。：豊野君子。無信誕言。

　　歓陽修の憎蒼蝿賦，蒼蝿蒼：蝿。………胡弓爲人世喜。蹄形至紗。爾欲界盈。盃孟筆管。砧几年三。所希

　　抄忽。過則難山。苦何求而不足。乃終日螢菅。　（唐宋八家文・古文眞寳後集）

　　十八史略の趙，蘇秦以鄙御三諸侯日。寧爲難口。無爲牛後。於是六國從合。

○足たXば黄河の水をかち回り華山の蓮の花勇らましを

　　論語の述而，子日。暴虎漏河。平戸無糖者。吾不與也。

　　華山記，山頂有壁。生千葉蓮花。服之M化。因日華山。　（圓機活法）

○旅枕菊さく野邊に雲垂れて賎が伏屋に衣捻つ也

　　杜甫の秋興八首の其一，江間波浪兼天湧。塞上風雲接地陰○叢菊爾開他日涙。孤舟一一撃故園心。寒衣庭

　　慮催照尺。白帝城早急暮砧。　（杜工部集・杜律集解）

○都路を思へば猿の聲すなり蔵の花散る古城の月

　　同じく秋興八首の其二，些府孤城落日斜。毎依北斗望京師。聴猿實下三聲涙。奉使虚随八月嵯。書省香

　　櫨違男枕。早早粉蝶隠実年。請看石上藤野月。已映洲前志荻花。　（全）

○時を得て都の友は榮ゆらん拝する翁見れば悲しも

　　同じく秋興八首の其三，早年漁人還涯涯。清秋燕子故飛飛。匡衡坑疏功名薄。劉向傳経心事違。同學少

　　年号不興。五三衣馬自輕肥。　（全）

○秋深き都はありし様ならで見知らぬ人の車やるらん

　　同じく秋興八首の其四，聞道長安似突棋。百年世事不勝悲。王侯第宅皆新王。文武衣冠異昔時。　（全）

○御前近く立ちまじらひて仕へしは昔なりけり秋老いんとす

　　同じく秋興八首の其五，雲町回尾開宮扇。日続龍鱗識聖顔。一臥愴江驚威暮。幾圓青珀黒襯班。　（全）

○玉殿錦の船もなかりけり秋風白し大宮どころ

　　同じく秋興八首の其六，雀墜下口曲江頭。萬里風聴接素秋。………珠簾繍柱園葉鵠。錦縄牙橋起白鴫。

　　同首可憐歌舞地。秦中異郷帝王州。　（全）

〇七夕の五百機朽ちて鯨俘く池の蓮散る鄙に住むわれは

　　同じく秋興八首の其手，昆明池中漢時功。武帝旗族在眼中。織女機綜虚夜月。石鯨鱗甲動秋風。波漂菰

　　撃沈雲里。露華蓮房即興紅：。關塞極天惟鳥道。江湖満地一掃翁。　（全）

○我昔都の春をうたひけん草摘むをとめ空を漕ぐ船

　　同じく秋興八首の其八，佳入拾翠春相問。仙侶同船晩更移。移筆昔曾干氣象。白頭吟望苦低垂。　（全）
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仁枝　忠　　子規の和歌・俳句と漢文學

　　　下記七首は杜甫の石坪吏の滑歌

○石壕の村に日暮れて宿借れば夜深けて門を敲く聲誰そ

○塙蹄えてをぢは走りぬうぽ一人司の前にかしこまり泣く

〇三郎は城へ召されぬ太郎より太郎告げ來ぬ二郎死にきと

○生ける者命を惜しみ死にすれぽ又かへり來ず孫一人あり

○おうなわれ手力無くと裾かXげ軍にゆかん米炊ぐべく

0うったふる宿のおうなの聲絶えて咽び泣くらんまだ夜深きに聞くかとそ思ふ

○曉のゆくてを急ぎ早り居るおきなと別れ宿立ちいでっ

　　杜甫の石町吏，暮投石壕村。有雪夜都人。老翁輸踏走。老婦出門看。吏呼一何怒。婦哺一何苦。聴婦前

　　当込。三男鄭城戌。一男附勢至。二男新戦死。存者且倫生。死者長已　。室中更無人。惟有乳下孫。有

　　孫三尊去。出入無燈裕。老単三難衰。請從三夜婦。急慮河陽役。猶得備農炊。夜術語聲絶。如聞泣幽

　　咽。天明登前途。濁與老翁別。　（杜工部集）

　　　下記八首は杜甫の新婚別の課歌

O麻にまとひ蓬にからむ蔦の手の短かれとは三思はなくに

○ものエふにとつぐ娘を許さんは路のほとりにすつるまされり

○こよひたS’君に契りて曉のあらあはたS’し遠き別れは

○千行かば以たX’一人如何にしてしうとXよぼんしうとめといはん

○号せこの君はものXふ吾はしももの玉ふの妻あともひて行け

○さりながら君ひとり行け女あらば軍弱しと人もこそいへ

○紅粉をつけじ卜うすものX衣も着じ再び君に逢はん日迄は

○空かける鳥さへ雌雄はあるものを四一人君をこひつXをらん

　　杜甫の新婚別，兎紡附国事。翠蔓故町長。嫁女與征夫。不如棄路労。結髪爲君妻。席不緩君駄。暮婚展

　　告別。無墨太忽忙。群行難不遠。守邊赴河陽。妾身未分明。何以昇轍章。：父母養我時。日夜令我藏。生

　　女有所絹。群雨亦得將。君今往死地。沈痛迫中膓。誓欲随君去。形勢反蒼黄。勿爲新婚念。努力事戒

　　行。婦人在軍馬。兵氣恐不興。懸章貧家女。久致羅儒裳。羅嬬回復施。町君洗紅版。仰視百鳥飛。大

　　小千三翔。人事多錯迂。與君宰相望。　（杜工部集）

○鶴に乗る夢ならなくにしろがねの雪の都に我は來にけり

　　列野飼，王子喬周霊王太子昔也。好評笙茅野鳴。・・……後見桓良謂日。可告我家。七月七日。待我於繰

　　山頭。至期野乗白鶴里山頭。可望不可到。傭首謝時人。数日下野Q後祠繧氏山下（圓機活法）

　　〔蘇東波の緑町軒，冊封廻遊働下思。世間那有楊州鶴。　註日。昔有客相從。各言所志。或願爲楊州刺

　　史。或願黄財。或願解鶴野昂。其一人日。腰纒十萬貫。騎鶴上楊州。蓋欲兼三人之所欲也。　（古文眞寳

　　前集）〕

○中つ國の民と生れて黄の海の澄めらん御代に逢はでやまめや

　　王子年拾遺記，丹邸千年一箪。黄河千年一清。皆至聖之君。以爲大瑞。　（圓機活法）

　　〔判事河清頒，汚彼四漬。国恥隻川。澄源箆嶽。鏡流葱由。泉室凝澱。水府清潟。（全）〕

○山里に稻刈る男けふの日を天長節と知らず顔なる
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津山高専紀要（第2巻　第1号）

　　十八史略の尭，有老人。含哺鼓腹。撃壌而歌日。日出出作。日入而息・墾井而飲。耕田而食。帝力子我

　　何明津。

○をはり田の善うつ少女こと問はん桃の花さく里いつくそも

　　杜牧の清明，借問酒家何塵有。牧童遙指墨花村。　（前出）

明治三十二年

○門並に柳植ゑたる撃つX”’き春雨細く燕飛ぶなり

　　〔世羅の西披即事，西腋重雲開曙暉。北山疎雨瀦朝衣。千門柳色連青裟。三殿花香入紫微。（唐詩選）〕

0山近くいほり結びて永き日をたx“山を見る人となるべく

　　平安石の鍾山邸事，澗水無聲続竹流。竹西花草弄春柔。茅管相饗坐終日。一鳥不鳴山更幽。　（宋詩別裁

　　集）

　　〔李白の濁坐敬三山，中垣飛騨。孤雲覆去閲。相曽爾不厭。只有敬亭山。（唐詩選）〕

○月照す狩衣姿ほの見えて春の夜深く笙を吹くなり

　　柴野栗山の月夜三聖垣外，上苑西風途桂香。即今門外月如霜。何人今夜清涼殿。一曲電裳奉三筋。　（栗

　　山堂詩集）

○カナリヤの解り号し鳥彼れも人わが如く晴を喜ぶ

　　常建の破山寺後馬院，山光悦鳥性。潭影空人心。　（唐詩選・唐詩三百首・三半詩）

○昔男ありけり螢あつめ集來て書讃みにけり夕を残しけり

　　蒙求の子胤聚螢，苦子胤字武子。………家貧不随得油。黒月則練男盛男工螢火。以照書。以夜緻日。

○いそのかみ項羽劉邦文讃まず手手に持ち世に立たん我か

　　章賜の焚書坑，竹畠姻浩帝業虚。三河空明租龍居。早撃未冷山東齪。劉二元來不讃書。　（三髄詩）

○丁丁の雨赤壁の月それを見て君が作る飼いにしへしぬがん

　　蘇東披の前赤壁賦，壬戌之秋。七月既望。蘇子與客涯舟。遊赤壁之下。清風徐來。水波不興。墨酒属

　　客。諦明月之詩。歌窃塞之章。響胴月替於東山之上。俳徊於斗牛之間。白露横江。水光階子。云云（文

　　章軌範・唐宋八家文・古文眞寳国辱）

　　同じく後赤壁賦，是歳十月之望。歩自雪堂。將飾干早牛。二客從予。過黄泥之坂。霜露既降。木葉蓋

　　脱。人影在地。仰見明月。顧而樂之。行歌相答。已而歎日。有客無酒。有酒無肴。，月白風清。如此良

　　夜。　（全）

　　市川寛齋の東平赤壁賦，孤舟月上水雲長。手勢秋寒古戦場。一自風流属肢老。功名不復墨周郎。　（寛齋

　　先生遺稿）

　　蘇東城，朧山燗雨漸江潮。不到千葉恨未治。到得婦來無別事。鷹山燗雨漸江潮。　（禅林句集）

○門出にはたXみて入れし詩の嚢車に載せて漏り來んかも

　　陸游の春日，退紅衣焙薫香冷。古錦詩嚢平句忙。　（早川詩稿）

　　荘子の天下，恵施多方。壁書五車。

　　押明遠の擬古，爾論窮舌端。五車推筆鋒。　（文選）

　　王維の，戯鱈三五弟謹，張弟五車書。辞書｛乃隠居。　（王右丞集）

○鳥も鳴かず人にも逢はぬ山の奥に餌は聞えて石切るらしも
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仁枝　忠　　子規の和歌・俳句と漢文學

　　王安石の鍾山即事，茅磐相口承終日。一個不母国更幽。　（前出）

　　杜甫の拝撃氏隠居，春山無罪猫相等。伐木丁丁山更幽。　（杜工部集・唐詩選）

○秦准の秋の柳を見るからにから人さびて詩を讃まんかも

　　賀篶の秦准夜泊，官学動春條。秦二業暮潮。機憂見新月。燈火上隻橋。　（宋詩早早集）

　　L杜牧の秦准，燗籠寒水月籠沙。夜泊秦世帯酒家。（三妙詩）〕

　　〔草聖の母上別故人，楊子江頭楊柳春。揚花愁殺渡賢人。数年風評離亭晩。君向陣湘我向秦。　（唐詩別

　　裁集〕

○わが魂は鳥にもがもや君が行くからの山々見て漏るもの

　　〔杜甫の夢李白，江南庫属地。逐臣無消息。故人入男雛。故我長相憶。恐非不生魂。路遠不可測。魂來

　　楓林青。魂返關塞黒。今君在羅網。何以有羽翼。落月満屋梁。猶疑見顔色。（古文眞寳前集）〕

○八三ひろの淵の深きに住む龍の願にある玉の如き子や

○淵にすむ龍のあぎとの白玉を手に取ると滅し夢はさめけり（三十三年）

　　荘子の平温憲，千金之珠。必在九重之淵。而騒龍頷下。子能得玉者。必遭其睡也。使朧龍而籍之。子筒

　　軽微之有哉。

　　〔菅原道眞の雪化爲霰，塵牙米銀鮮血脆。龍頷玉投頼穎寒。（菅家後集・和漢朗詠集）〕

○野の川を踏み行く鶴は薄氷の礫けし穴に泥中をついばむ

　　詩経の小聖の小異，及び小回，戦職競競。如履薄：氷。

○鳥ならば天翔るべし鞄の身の泥に尾を引く御代を樂む

　　荘子の秋水，荘子日。………此亀者寧其死爲腰骨凍餅乎。寧其生而成尾於塗中乎。二大夫1ヨ。寧生而曳

　　尾於藩中。荘子日。往臭。吾將曳尾於塗中。

○よき人を埋めし跡の墓の石に山茶花散りて掃く人もなし

　　蘇東坂の難山，我上朝元春牛老。満地落花無人掃。　（古文眞寳前集）

○人去りて上野の山は暮れにけり茶店の旗に穿ちる鐘

　　徐師川の春日渓上作時空大梁，斜日落花人散際。淡煙櫻工数年三。　（錦繍段）

明治三十三年

○もろこしのからの叢を見る思ひあり縮にのる人の笠の上の雪

　　〔蛙軍之の左遷到蘭關示姪孫薫，雲横秦貸家何在。雪擁藍雌馬不前。（唐詩制裁集）〕

　　〔全町詩話，相國鄭繁善詩。或日。相漸近爲新詩否。封日。詩思在濡橋風雪中騙子上。此何以得之。〕

○藥練る山人尋ね入る山にくしき花険く森の下草

　　声部の尋隠者不遇，松下中童子。言師採置去。駐在此山中。雲深不知庭。　（唐詩選）

○人にして鳥にありせば妹と二人空舞ひかけり舞ひかけりせな

　　白樂天の長恨歌，在天願望比翼鳥。在地願作連理枝。　（古文眞寳前集・唐詩三百首・白氏文集）

○暁の鴛煮の小野静かにて閨の外面は雪積りけり

　　同じく長恨歌，鴛鴛瓦冷霜駅鈴。湯三会寒誰與共。　（全）

○いにしへのかしこき人は豚飼ひて豚みの子の子骨りて富を得にけり

　　十八史略の呉，苑姦………久受尊名不祥。回忌相印。四散素謡。懐重寳闘行。止於陶。自謂陶朱公。黄
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津山高専紀要（第2巻第1号）

　　累鐘萬。魯人猜頓往並製焉。聖日。畜五艀。乃大畜牛膝於幽妙。十年閲。黄擬王公。故天下言富者。稽

　　陶臨地頓。

○折にふれて思ひそいつる君が庵の竹安ケキカ釜山ナキカ

　　蘇東披の緑笏軒，可使食無規。不可居無竹。無肉令人食。無竹令旧俗。人痩爾可肥。俗士不可馨。傍人

　　笑此言。似高還似痴。若封弟君傍大囑。世間那有楊州鶴。　（古文眞寳前集）

○鎌倉のありし都の跡古りて空しく照す萎の上の月

　　十八史論の股，殿亡。箕子後朝周。過証跡櫨。傷宮室殿壌生禾黍。欲実不可。欲泣則爲近婦人。乃作変

　　秀之歌日。変遷漸漸分。禾黍油油分。彼狡頭分。三石我三分。

　　　〔李白の蘇一覧古，奮苑荒壁楊柳新。菱織湾唱不勝春。唯今惟有西江月。曽照呉王宮裏人。（唐詩選）〕

○からかねの富浜のかたに鋳いだしN落花水面皆文章の句意

　　朱蕪の春日証書樂，好劇杖頭亦朋友。落花水面皆文章。

○歌よみにつどひし人の肖る夜孚を花を催す雨瀧の如し

　　頼三樹三郎の和春簾雨窓，春自往來人邊迎。愛憎何事惜陰晴。落花雨是催花雨。一様櫓聲前後情。　（北

　　浜遣直）

○渾沌ガニツニ分レ天トナリ土トナルソノ土ガタワレハ

　　　〔鵬皇子，爾儀未分。其氣混沌。〕

　　　〔三五雨蓋，天地如柚子。盤古生其中。萬八千歳。天地開關。陽高温天。陰濁爲地。〕

○蓬生の病の床に鶴をくひ牡丹をながめおが富貴足る

　　周茂叔の愛蓮読，著陶工明紐虫菊。自砂留來。世人甚愛牡丹。………予謂。菊華之隠逸者也。牡丹華之

　　富貴者也。　（古文眞寳後歯）

○カグツチノアラブル神ノアラグルト玉モ瓦モ共二恩キケリ

　　書類の胤征，火炎毘岡。玉石倶焚。天吏逸徳。烈干猛火。

○ヨキ歌ノ三二出デネバ小夜更ケテ鬼ス・リ泣ク聲モ聞エヌ

　　詩経の大序，正得失。動天地。動天地。感鬼柿。莫近於詩。　（前出）

　　杜甫の寄李白，瀬野驚風雨。詩成隠鬼紳。　（前出）

○我が手形応唱オシッケ見テアレド雲モ起ラズタ・黒点シテ

　　杜甫の紅燈，古屋書龍蛇。雲氣生虚壁。　（唐詩選・杜工部集）

　　同じく貧吟行，翻手作雲覆手跡。紛紛輕薄舞愛児。　（全）

○我庭の松の木陰に菊さけば昔の人し思ほゆるかな

　　陶淵明の闘去來僻，三郎扇町。松納猶存。　（陶淵明集・古交眞寳後集・交章軌範）

○我庭にさける黄菊の一枝を折らまくもへど足なへわれは

　　陶淵明の飲酒，釆菊東籠下。悠然見南山。　（文選。古文空費前集）

○小車の車ゆらscc見て禦ぐる垣内の梅の實豆の如し

　　李益の青梅，青梅如豆試嘗新。脆核虚中未有仁：。　（錦繍段）

　　陳華甫の暮春，青梅如熱帯煙垂。紫蕨成封着雨肥。　（聯珠詩格）

○たて川の茅場の庵を訪ひ來れぽ留守の門邊に柳垂れたり
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仁枝　忠　　子規の和歌・俳句と漢文學

　　陶聞耳の五十先生傳，先生不知何許人。亦不詳其姓字。宅邊五柳樹。因以爲號。

　　張南史の陸勝宅秋雨中探韻同前零墨欲三号馬路。瀟條是虞有垂楊。　（唐詩選）

明治三十四年・明治三十五年は著しい引用は認められない。

俳 句

（古文眞寳後集）

　俳句について漢交學の影響を見れば，和歌よりも漢：文調のものが注意を引く。例へば

　　　　酒のあらたならんよりは蕎饗のあらたなれ

　　　　詩膓枯れて病骨を護す蒲団かな

　　　　鳥鳶をかへり見て曰くしぐれんか

　　　　大道の柳依依として洛に入る

　　　　鯨命いくばくかある夜短し

　　　　眠らんとす汝静かに蝿を打て

　　　　雨となりぬ雁聲昨夜低かりし

　　　　上野山野花を尋ねて吟行す

　　　　蘭の如き君子桂の如き儒者

　　　　吾に爵位なし月中の桂手折るべく

　　　　薫風吹袖釣竿憺ぐ者は我

　これらは和歌には少い漢文調である。さて次に俳句における漢詩文の影響圏係を見よう

明治二十五年

○大空のまったS’中やけふの月

　　郡康節の清夜吟，月到天心庭。風來水面時。一般清意味。料得少人知。　（古文眞寳前集）

○明月や伊豫の松山一一es戸

　　李白の子単位歌，長安一片月。萬戸篠衣聲。　（唐詩選・古文眞寳前集）

○下駄箱の奥になりけりきりぎりす

　　詩経の幽風七月，七月在野。八月在宇。九月在戸Q十月蜷蝉入我林下。

○鴫帰くや一番高い木のさきに

　　陶淵明の闘園田居，狗吠深巷中。難鳴桑樹顛。　（陶淵明集・古文眞寳前集）

明治二十六年

○我王の二月に春の立ちにけり

　　春秋の隠公元年，元年。春着正月。

　　春秋左氏傳の隠公，元年。三王。周正月。

○君行かばわれとXまらば冴返る

○行く我にとゴまる汝に秋二つ（二十八年）

　　蒙求の李陵初詩，蘇武………子當留斯館。我當錦故郷。一別早撃胡。會見何渠央。

○鶯や朝明を起す人もなし

　　無名氏の伊州歌，打起黄鶯児。莫教枝上哺。哺時驚妾夢。不得六二西。　（唐詩選）
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○寺に疲る身の尊さよ忙しさよ

　　杜甫の遊龍門奉先寺，已從招提遊。更宿招提境。欲魔聞農鐘。令人嚢深省。　（杜律集解・唐詩選）

○掛茶屋は盧生に似たる書聖かな

○足しびれて皆皆の書寝待さめぬ（三十年）

　　李泌の枕中記，道者呂翁。干郡邸邸子中。値少年盧生。自歎其困。翁操嚢中枕。授之日。枕此當令子榮

　　適如意。生干下中。婆清河崔氏女。基進士。登三管。官河西朧右節度使。尋豊中下侍郎同中書門下平章

　　事。掌大政十年。封趙國公。三十鯨年。出入中外。崇盛無比。老乞骸骨不許。卒干官。欠伸而籍。初主

　　入押明平野撰。断腸尚熟也。呂翁笑謂。人世之事。亦帯解　。生日。此先生所以窒吾欲也。敢不受教。

　　笹下從而去。　（下機活法）

○風吹て飛ばんとそ思ふ衣がへ

○夏羽織おれをはなれて飛ばんとす（二十八年）

　　陶岱明の鋸去野付，舟揺揺以輕腿。風瓢瓢而吹衣。　（前出）

○山を出てぱじめて高し雲の峰

○雲無心南山の下に畑打つ（三十年）

　　陶淵明の編早智蹴，雲無心以幽噛。甲乙飛而知還。　（前出）

○待宵や降っても晴ても面白き

　　蘇東披の飲湖上坪尻後雨，水光漱瀧晴偏好。山色空檬雨亦奇。　（宋詩別裁集）

○山高く月半にして人舟にあり

○鶴鵠や水痩せて石あらはるX（二十七年）

　　蘇東坂の後赤壁賦，於是階酒與魚。復遊於赤壁之下。江流有聲。断岸千尺。山高月小。水落石出。曾日

　　月之幾何。而江山不可復配　。　（前出）

○鯛や夕日の里は見えながら

　　杜牧の山行，遠上寒山平野斜。白雲生庭有人家。停車坐愛楓林晩。霜葉紅於二月花。　（三艦詩）

0月落て江村藍の花白し

　　張繊の楓橋夜泊，月平準暗霜満天。江村漁火封愁眠。　（唐詩選・三禮詩）

○南山にもたれて険くや菊の花

○菊黒くや草の庵の大硯（二十七年）

　　陶欝欝の飲酒，野田在人境。而無車馬喧。………三階東道下。悠然見南山。　（前出）

○たらちねのあれぽぞ悲し年の暮

　　蒙求の回路手樽，家語。仲由字子路。見孔子日。負重学割。不澤地肝管。家貧親等不興蘇而仕。昔由事

　　二親之時。常食蘂蓉之實。爲親負米百里回外。、云云

○犬吠て里遠からず冬木立

　　陶管明の下野田居，曖曖遠人村。依依嘘里煙。狗吠深巷中。難鳴桑樹顛。　（前出）

明治二十七年

○子を負うてひとり畑うつやもめかな

　　〔杜甫の兵車行，君不聞漢家山東二百州。千村六諭生荊杷Q縦有健婦把鋤翠。禾生陸敵無東西。　（古文
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　　眞寳前集・唐詩三百首）〕

〇六國の印章重し春の風

　　十八史筆の趙，蘇秦………爲從約長。井三六國。行過洛陽。車騎輕重。擬於王者。昆弟妻艘。側目不

　　敢硯。………使我有洛陽負郭田二頃。量能偏六國相印乎。

○史家村の入口見ゆる柳かな

　　白樂天の題野中石上，巫女廟花紅骨粉。昭君村柳翠於眉。　（白氏文集・和漢朗詠集）

○梅を見て野を見て行きぬ草加迄

　　高州邸の尋胡隠君，渡水復渡水。看花還看花。春風江上路。不畳到君家。　（高青邸詩醇）

　　雍陶の城西訪友人四壁，平水橋西小路斜。日高猶未到君家。平野門巷多相似。塵庭春風枳殻花。　（三膿

　　詩）

○土手一里依々懇々と柳かな

○大道の柳依々として洛に入る（三十年）

　　楚謙の九思の傷時，顧章華分太息。志懸懸分依依。

　　詩経の小平の釆薇，昔我往　。楊柳依依。今我來思。雨雪罪罪。

〇三十六坊一坊残る秋の風（三十一年）

〇三十六宮荒れ蓋して草芳しき

　　公乗億の長安八月十五夜賦，秦旬之一千飴里。凛凛氷鋪。漢家之三十六宮。澄澄粉飾。　（和漢朗詠集）

　　〔李白の登金陵鳳圏毫，呉早撃艸埋幽脛。奮代衣冠成手丘。（唐詩選・唐詩三百首）〕

○竹園ゑて朋有り遠方より早る

　　論語の學而，有朋自遠方來。不亦樂乎。

○夏山の雲湧いて石横はる

　　学際の平町疑幽居，過橋分野色。移石動雲根。　（唐詩選・三膿詩）

○進め進め角一四月上りけり

　　杜牧の題齊安城櫻：，鳴軋江櫻：角一聲。微陽灘灘落寒汀。　（三艦詩）

　　大江朝綱の王昭君，胡角一聲霜後夢。漢宮萬里月前膓。　（和漢朗詠集）

○月更けて東披の舟は流れけり

　　蘇東披の後赤壁賦，反而早舟。放乎中流。聴其所干割休学。時夜珊珊。　（前出）

○生きて誉れ露の命と言ひながら

　　十八史略の西漢の孝昭皇帝，李陵謂武日。人生如朝露。何自苦如此。

　　蒙求の潜勢初野，武三半詩日。絶叫倶北勢。一撮猫南翔。子當留野鴨。剛堅臨故郷。一別如秦胡。會見

　　事理央。

○鳥喘いて赤き木の實をこぼしけり

　　平目兆の遊東園，魚平門荷動。鳥散餓花落。　（古交眞實前集）

○村遠近雨雲垂れて稻十里

　　菅原道眞の三月三日，煙霞遠近慮同戸。桃李淺深似勧盃。（菅家文草・和漢朗詠集）

　　〔高適の別董大，十里黄雲白日曉。北風吹雁雪紛紛。（前出）〕
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○立札や法や確三章の筆始

　　十八平群の西漢の太祖高皇帝，吾三王野中。與父老約。法三章耳。殺人者死。傷人及姿抵罪。鯨悉去秦

　　苛法。秦野大喜。

○永き日や騨馬を追ひ行く鞭の音

　　〔崔國輔の少年行，遺筆珊瑚鞭。白馬驕不行。章皇折楊柳。春日路傍惜。（唐詩選）〕

○三春は金州城に暮れてけり

　　杜甫の絶句，今春三又過。何日是明年。　（唐詩選）

○春らしきものもなし只角の聲

　　王維の邊平淡然判官，黄雲断春色。書角吉野愁。　（唐詩選・王右二子）

○曲水や盃の舟筆の樟

○曲水の詩や盃に遅れたる（三十三年）

　　田下少の蘭亭記，永和九年。歳在癸丑。暮春之初。會干會稽山陰之三三。………有清流激滞。映帯左

　　右。引明早筆膓曲水。列坐其次。難無綜管絃之盛。一za一一詠。亦足以暢救幽情。　（古文眞寳後集）

　　李白の江上吟，木蘭墨黒沙業舟。玉籍金管坐理解。　（唐詩選）

○舟で行き歩で行く梅の十ケ村

　　高青邸の尋弓隠君，渡水復渡水。棉花還看花。春風江上路。不畳到君家。　（前出）

　　陸放翁の遊山西村，山重水複疑無道。柳暗花明又一一村。　（早筆別裁集・陸放翁詩醇）

○侮の花柴門深く鎖しけり

　　橘直幹の講被特蒙天恩兼任民部大輔二神，黎明深鎖。雨内原憲之椹。　（本朝交響・和漢朗詠集）

　　盧全の茶歌，柴門三舞無俗客。三等籠頭自弁喫。（古文眞寳前集）

　　杜甫の崔氏東山草堂，何謂西荘王給事。柴門空閉鎖松篇。　（杜律集解）

　　同じく嚴公仲三半草堂兼斗酒鰻得寒字，百年地界柴門遍。五月紅深草閣寒。　（全）

O金子の城門高き柳かな

○城門を出て遠近の柳かな

○大門につきあたりたる柳かな

　　白州天の思至，白片落梅浮澗水。黄梢新柳出城培。　（和漢朗詠集）

　　大江朝綱の尋春花，青縣馬出陶門柳。白玉装成慶嶺梅。　（全，或は云ふ菅原文時の作と。）

○吾は渡ん君高櫻の花に酔へ

　　李太白の山中封酌，爾人封酌山花開。一盃一盃復一盃。我醇欲眠君且去。明朝有意抱琴來。　（古文眞寳

　　前集）

　　杜甫の短歌行贈王郎司直，王郎三国劒石斤地歌莫哀。………三竿櫻頭春色深。青眼高歌望吾子。眼中之人

　　下戸　。　（唐詩選）

　　〔李白の春夜宴桃李園序，開環莚以坐華。飛羽膓而醇月。（古文眞寳後集）〕

　　〔羊士謂の登棲：，秋風南陪無車馬。猫上高旧故平平。（唐詩選）〕

○花の醇さめずと申せ司人

　　杜甫の飲中八仙歌，李白一斗詩百篇。長安市上酒家眠。天子二二不上船Q自構臣是酒中仙。　（唐詩選）
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○短夜や足跡下りぞ残りける（前書きに「百鬼夜行」とあり）

　　江談牛巻三，野三井高藤卿。中納言中將之時。於朱雀門。遇百鬼夜行。

○蝸牛や雨雲さそふ角のさき

　　白二天の二三，蝸牛角上孚何事。石火光三三此身。（和漢朗詠集）

○撫子に蝶々白し誰の魂

　　荘子の齊物論，昔者荘周。夢爲胡蝶。栩栩然胡蝶也。自適志與。不知周也。俄然魔。則遽薩然周也。不

　　知周之夢爲胡蝶與。胡蝶之夢爲周與。　（前出）

○若竹や豆ma一一丁米二合（「譜富居回」の前書きあり）

　　孟子の萬章下，爲貧者，贈尊居卑。謙富居貧。

○叢に鬼灯青き空家かな

　　杜甫の玉華宮，陰房鬼火青。壊道哀滞潟。　（唐詩選）

○朝寒や起って廊下を彿掴す

　　白樂天の長恨歌，撹衣推枕起俳徊。珠箔銀屏漣麺開。　（古文眞寳前集・唐詩三百首）

○や義寒し襟を正して坐りけり

　　蘇東岐の前赤壁賦，三子鰍然正襟。危坐而問客日。何爲三二也。　（古文眞寳後集・唐宋八家文・交章軌

　　範）

○長き夜の面白きかな水滞傳

　　水濫傳は丁丁の丁丁遺事に基き，宋の徽宗の世に起つた群盗宋江以下三十六人の事蹟を描爲した長篇小

　　読。作者未詳。

○酒あり十有…人秋の暮

　　蘇東披の後赤壁賦，已而二日。有客無酒。有三無肴。月白風清。如此良何。客日。今回薄暮潔・網得魚。

　　巨口細鱗。朕如松江之鮪。顧安所得酒乎。飾而謀諸婦。婦Eヨ我有斗酒。藏之久　。以待子不時之需。於

　　是犠酒與魚。復遊於赤壁之下。　（前出）

○易を黙し党の卦に到り九月蓋

　　党の卦は…陰二三の上に乗り，喜びの外に現はれる卦象に取る。象に云ふ「党ハ説ナリ。剛中ニシテ柔

　　外ナリ。読ビテ以テ貞ナルニ利ロシ。是ヲ以テ夫二順ジ人二慮ズルナリ。」と九月は上に陽一i乗りたる

　　もので，十月は全陰の月である。

○病起杖に僑れば千山山嶽の秋

　　齋藤監物の題三島高徳書櫻樹圏，踏破千山萬三三。蓼輿今日到那邊。

○行く我にと父まる汝に秋二つ

　　蒙求の三二初回，三三陵三日。三三倶北飛。一撮濁南翔。子三三斯館n我當婦故郷、一一別如秦胡。會見

　　何回央。　（前出）

○白頭の吟を書きけり捨團扇

○捨てられて測に古りし丁丁かな

　　司馬相野の妻卓文君の白頭吟，二三山上雪b鮫若雲間月。聞君有爾意。故來相決絶。　（古詩源）

　　班姥好の怨歌行，新裂齊納素。赤威如霜雪。裁爲合歓扇。團圓似明月。出入君懐袖。動揺微風爽。常恐
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　　秋節至。凍細奪炎熱Q棄掲簾笥中。思情中道絶。　（古文眞寳前集・古詩源）

〇七夕やおよそやもめの涙雨

　　古詩十九首の第十，這週牽牛星。鮫鮫河漢女。繊繊擢素手。札札弄機仔。終日不成章。泣涕零如雨。河

　　漢吊目淺。相討復幾許。盈盈一水聞。脈脈不得語。　（文選・古詩源）

○玉川や夜毎の月に砧打つ

　　耳元叔の妾薄命，北斗星前横丁雁。南櫻月下播三衣。　（和漢朗詠集）

　　李白の子夜商歌，長安一片月。萬戸揺衣聲。　（前出）

○あるが中に詩人痩せたり月の宴

　　本鞘詩，李太日………戯杜日。飯頼山頭逢杜甫。頭戴笠子日卓午。借問別來太痩生。絡爲從前作詩苦。

　　蓋誰其拘束也。　（圓機活法）

0月に問へ東都いつくに去りしかと（東披赤壁圖の前書きあり）

　　蘇東披の前赤壁賦，蘇子日。客亦知夫水與月乎。逝者如斯。而未嘗往也。盈虚者如斯。而卒莫溝長。

　　（前出）

○秋風や高井のていれき三津の鯛（故郷の韓櫨くひたしといひし人もあるとか，の前書きがある）

　　蒙求の張翰適意，旧事字季鷹。門人。有片才。善属文。而門下不拘。時人號爲江東歩兵。既入洛。齋王

　　周辟。爲大司馬東回橡。翰因見秋風起。乃思呉中菰菜尊蘂鯖魚鰭。日。人生貴得適志。何能羅宙数千

　　里。以要名爵乎。雪笹駕而編。

○道守きて雲起りけり秋め山

　　杜牧之の山行，遠上寒山石門斜。白雲生慮有人家（三膿詩）

○秋の山突兀として寺一一・つ

　　（王国換の涼年三，黄河遠上白雲間。一一片孤城萬甲山。（唐詩選・唐詩三百首））

0朝鳥の早ればうれしき日和かな

　　常建の破山寺後禅院，清農入古寺。初日照高林。・…・・…山光悦鳥性。潭影空人心。　（前出）

○童子呼べば答なし只回虫引鳴く

　　歓陽修の秋聲賦，下野童子。此何等也。押出硯之。童子日。星月絞潔。明河在天。四無人聲。聲在樹

　　開。予日。憶臆悲哉。中秋聲也。胡爲乎來哉。………童子莫封。垂頭而睡。但聞四壁毒聲卿卿。如助予

　　之歎。　（古文眞門門集・唐戸八家文）

○我に落ちて淋しき桐の一葉かな

○桐の葉のいまだ落ちざる小庭かな（三十一年）

　　唐人の詩，山憎不解数甲子。一葉落知天下秋。　（前出）

○紅葉焼く法師は知らず酒の燗

　　白早天の途王十八齢山谷題仙遊寺，林間媛酒焼紅葉。石上題詩梯緑苔。　（白氏文集・和漢朗詠集）

○柳樹屯紅葉する木もなかりけり

　　白樂天の秋雨中贈元九，不堪紅葉青苔地。又是凍風暮雨天。　（全）

O松に菊古きはもののなつかしき

　　陶淵明の婦去來僻，三脛就荒。松菊三三。………景二三三三入。撫孤松而盤桓Q　（前出）
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仁枝　忠　子規の和歌・俳句と漢文學

0君が代は道に拾はぬ落葉かな

　　十八史略の唐の太宗文武皇帝，上日。當去奢省費。輕篠薄賦Q選用廉吏。三民衣食四丁。自不盗。安用

　　重法例。自是敷年後。路不拾遺。商旅野宿焉。

○鰻汁一休去って僧もなし

　　元暦之の菊花，不平花中偏愛菊。此花開学更無花。　（和漢朗詠集）

0金殿のともし火細し夜の雪

　　〔白樂天の卜師微下書，憶昔封書與君夜。金攣殿後欲明天。今夜封書在何庭。盧山庵裏暁燈前。　（自氏

　　文集）〕

　　〔菅原文時の宮鶯管守光，西四月落花間曲。中殿燈残竹裏音。（和漢朗詠集）〕

明治二十九年

○今年はと思ふことなきにしもあらず（三一卜而立と古の人もいはれけんの前書ぎがあろ）

　　論語の平政　吟興有五而志肝管。r十而立。四十而不惑。

○垂れこめて引入を思ふ春日かな

　　詩経の野風緑衣，我思古人。律無試号。

○この春を鏡見ることもなかりけり

　　張九齢の昭鏡見白髪，宿昔再雲志。蹉詫白髪年。誰知明鏡裏。形影自相憐。　（唐詩選〕

○山の家や留守に雲起る癬の石

　　早島の軽卒疑幽居，側帯分野色。移石動雲根。　（前出）

　　橘直幹の春野山寺，濁石春雲生枕⊥。街峯暁月出葱中、，（和漢朗詠集）

○匹夫にして神と祭られ雲の峰

　　蘇東城の潮干韓文公廟碑，匹央而爲百世師、、一看而爲天下法。　（古文眞寳後集・唐宋八家文・文章軌範）

○夏川や中流にしてかへり見る

　　漢着任の秋風謙，二子船分濟扮河。横中流分揚素波。　（古文眞實後集ピ文選）

　　蘇東肢の與LF一郎昆仲及見子吉開城親荷花，孤舟任斜横。中流自優仰。　（宋詩別裁集）

○夏川のあなたに友を訪ふ日かな

　　常建の三日尋李九荘，雨歓楊柳東渡頭。永和三日澱輕舟。故人家在桃花岸。直到門前渓水流。（唐詩逡）

○溝水ありゃ婆子曰く茶を喫し去れ

　　禅林句集の三字關，喫茶去。

○美服して牡丹に媚びる心あり

○宰相の詩會催す牡丹かな

　　李白の清子調三首の其一，雲想衣裳花甲容。春風梯櫃露華濃。　（唐詩ゴ巽）

　　同じく其三，名家傾國爾相歓。常得君王帯笑看。

○長ぎ夜や千年目後を考へる

　　古詩十九首の第十五，生年不滝百。旧懐千歳憂。書短冊夜長。何不乗燭遊。　（文選・古詩源・古文箕寳

　　前集）

○長き夜や孔明死する三國志
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津山高専紀要（第2巻　第1号）

　　三國志は陳壽のものでなく，恐らくは羅貫中の作と云はれる三國志演義であらう。

○打ちやみつ打ちつ砧の恨あり

　　白雌馬の聞夜砧，誰深思婦秋祷吊。月苦風凄砧骨悲。　（和漢朗詠集・片才文集）

　　李白の子夜軍馬長安一片月。萬戸拷衣聲。秋風吹不誰。纏是玉關情。　（前出）

○吾に爵位なし月中の桂手折るべく

　　孟子の公孫丑，我無官守。我無言責也。

　　〔蒙求の剛将一枝，郡読字廣基。………秦始中基賢良。封策上第。舞議郎。遷雍i州刺史。武帝於東堂會

　　邊。問読日。卿自以爲何如。読群婚。臣基賢良。封策爲天下第一。猶桂林一枝毘由様様。〕

○詩膓枯れて歯骨を護す蒲團かな

　　蘇東披の和孫叔静兄弟李端叔唱和，病骨痩欲折。霜髭簸更疎。

　　楊萬里の清明果飲，絶愛無二華墨蕨。爲烹準則洗詩膓。　（成齋詩抄）

　・盧全の茶歌，風脚破孤悶。三碗捜枯膓。　（古文眞寳前集）

〇三十にして我老いし単襲かな

　　論語の學而，子日。吾十有五用脚干學。三十而立。

○嗜々としぐるX音や四つの縣（前書きに「琵琶を聴く」とあり）

　　白樂天の琵琶行，大絃噌噌如急雨。小絃切切如私語。噛噌切切錯雑蝉。大鷲小銭落玉繭。　（古文眞寳前

　　集・唐詩三百首）

明治三十年

○長安の市に日永し費卜者

　　自求の君平費卜，前漢嚴逡面争r㌔蜀経輪。修身自保。非前前弗服。非其食弗食。巨巖於成都市。

0雲無心南山の下に畑打っ

　　陶淵明の錦去來譜，雲無心而出山由。鳥倦三十知還。…・…・・懐良辰以孤往。或植杖而転粁。　（前出）

　　同じく飲酒，釆菊東簾下。悠然見南山（前出）

○鶯横町塀に梅なく柳なし

　　杜審言の和否陵陸丞早春遊，雲霞出海曙。耳蝉度江春。淑堅塁黄鳥。晴光韓緑i頭。　（唐詩選・三艦詩）

○鯨軽いくばくかある夜短し

　　向子期の思量賦，生理命於寸陰。　（文選）

　　白樂天の微之敦書時機相次長逝計量自傷，長夜君先去。残年我幾何。　（自氏文集・倭漢朗詠集）

〇五斗米の望もなくて古袷

　　蒙求の陶潜齢去，棋勢千三至難。黒白。慮束帯見之。潜歎日。吾不能爲五斗米折腰。拳拳事郷里小人

　　邪。即解印綬去縣。乃賦蹄去來

○日曜や浴衣袖廣く委蛇委蛇たり

　　詩経の召南の美羊，薫羊之皮。素二五柁。退食自公。委蛇再開。　（前出）

○複道や銀河に近き灯の通ひ

　　一監製史略の秦始皇帝，始皇………先作前殿阿房。………周馳爲閣道。自筆下直抵南山Q表南山之顛以

　　關。爲複道。自阿房渡滑。属之威陽。三二三極三道二三抵螢室也。
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仁枝　忠　子規の和歌・俳句と漢文學

　　杜牧之の阿房宮賦，長橋臥波。吊雲何龍。複道行学。不下男虹。　（古文群群端野・文章軌範）

　　蘇東披の里山，複道凌雲接金闘。櫻観隠煙横翠空。　（古文眞寳前集）

○大菊や吾は小菊を愛すかな

　　周茂叔の愛蓮設，習弊平明濁愛。………早撃愛蓮之出涙泥而不染。　（前出）

○王孫を市にあはれむ師走かな

　　劉安の招隠±，王孫遊分不騒。春草生号姜妻。　（文選・楚離の招隠）

　　温庭笏の楊柳枝，繋得王孫肺擦切。不季春艸緑町薯。　（唐詩選）

○年忘酒泉の太守鼓打っ

○鷹狩や豫陽の太守武を好む（三十二年）

　　塔参の酒泉太守席上酔後作，酒泉太守能剣舞。高堂置酒夜撃鼓。　（唐詩選）

明治三十一年

○金持は令しき家に住みに．けり

　　蘇東披の足柳公灌聯旬，人皆苦炎熱。我愛夏FEi長。薫風自判來。殿閣生微凍。………願言均此施。清陰

　　分四方。　（古文眞寳前集。前四句は柳公椹の句）

○琵琶一曲月は鴨居に隙れけり

　　白樂天の琵琶行，曲終章鞍置心書。四半一聲罪障吊。東船西旧情無言。唯見江心秋月白。　（前出）

0朝顔の花甲存す午の雨

　　陶淵明の婦中來群，三脛就荒。松菊猶存。　（前出）

　　白岡天の放言，松樹千年終是朽。極花一日自爲榮。　（和漢朗詠集）

　　兼明親王の供養自筆法華経願文，來而不言。薙塊有梯早鮨露。去而不二。月琴無暮月花。　（本朝文粋・

　　和漢朗詠集）

○侃々も早々も聞かず冬籠

　　論語の郷黛，朝與下大夫言。侃侃如也。與上大夫言。闇闇如也。

　　同じく先進，再有子貢。侃侃如也。

　　楚譜の惜誓，或直言之誇謂。

　　読苑の蝉茸，略筆誇誇之友○

明治三十二年

○韮勇って酒借りに行く郡かな（前書きに「喜人見訪」とある）

　　杜甫の贈衛八慮士，昔別君未婚。問答未及已。見女羅酒漿。夜雨勢春韮。新炊間黄梁。　（古文眞寳前集

　　・杜工部集）

0水清く瓜肥えし里に隠れけり

　　史記の薫相國世家，召姉者故秦東陵侯。秦破。爲布衣貧。種瓜於長安城東。瓜美。世俗謂之東陵瓜。

　　（学卒詩半能の老学堂，EBZiS瓜地接吾鷹。註に引く）

O年忘れ一斗の酒を蓋しけり

　　杜甫の飲中里早歌，李白一・斗詩百篇。長安市上酒家眠。　（唐詩選・古文眞寳前集）

明治三十三年
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○和歌に痩せ俳句に痩せぬ夏男

　　李白の戯杜，爲問縁小太舟生。只從來爲作詩苦。　（前出）

明治三十四年

　　見當らず

明治三十五年

○脩竹千竿灯漏れて碁の音凍し

　　白樂天の與元町之書，前有喬松十激株。脩竹千餓竿。　（自氏交集）

　　附帯の歳初喜凹型侍御下，明朝別後門還掩。脩竹三竿一老身。（三龍詩）

○夜回如水三味弾きやめて下り舟

　　剛建の宮詞，玉増夜色凍如水。臥看牽牛織女星。　（三二詩・唐詩三百首は杜牧之作とす。前出）

　　〔白四天の琵琶行，酔不成1歓丁丁別。別時荘荘江二月。忽聞水上琵琶聲。主人忘寄客不等。尋聲暗野冊

　　者誰Q琵琶聲停欲語遅。移船相近趣相見。添酒回燈重開宴。千呼萬喚始出來。前出〕

○門田扇夏も一三の備かな

　　〔壷公の夜雪，一門柴火三杯酒。誰知山陰有戴蓬。　（錦繍段）〕

0首あげて折々見るや庭の萩

　　陶円明の闘去当芋，策扶老下流憩。時習首而游観。　（前出）

　以上子規の和歌の鞭てと俳句の約一割について漢文學の踏襲・華甲等の背景を考察して來たのであるが，

特に次の四つのことが注目せられるQ印ち

　一・同じ漢詩文が和歌と俳句の讐方に影響したものが多く，或は二首又は二句以上に引用せられたものも

多く認められる。これは子規の漢詩文に封して一種の好みを推察することが出來るやうに思はれる。

　二　江戸時代以來の教養の基本的役割を持ってるた漢籍が，子規についても大髄妥當してみる。故事成語

の引用も多いが，やはり韻文の影響が顕著で，特に流行を見た詩集即ち三磯唐詩・古文眞賓前集・唐詩選・

古詩源・和漢朗詠集等であるQ

　三　引用や影響については，最初の「俳句と漢詩」で述べたやうに複雑多彩であって，必ずしも表面に出

たものばかりではない。從って私の見落しも勘くないであらう。

　四　個人としては陶淵明と杜子美の影響が最も著しく認められ，次いで白居易であらう。この事實も江戸

時代写糊の傾向と相似たものと言へるであらう。邦人の詩も少なからず影響してみる。

　次にその書目を整理してみると，

　　　　易　　　　　経・

　　　　堂　　　　　　　　革叙
　　　　ES　　　　　　　　　　　　」い工

　　　　詩　　　　　経

　　　　春秋左氏傳

　　　　論　　　　　語（周孔丘）

　　　　孟　　　子（周孟朝）

　　　　〔史　　　記（漢司馬遷）〕
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仁枝　忠　子規の和歌・俳旬と漢交學

〔竹書紀年（撰者未詳）〕

十八史略（元曾先之）

　　　淵　明

　〔玉皇新詠（陳徐陵）〕

　杜工部集・杜律集解（唐：杜甫）

　王右回集（四王維）

　王氏文集（唐白居易）

　勢　　川　　集（唐杜牧）

　成齋詩抄（蝉茸萬里）

　陸放翁難壁（中陣游）

　高青邸此節（明高啓）

　文章軌範（早計紡得）

　三罐唐詩（宋周弼）

　唐詩選（明李筆先？）
　古交題賓前集（宋黄堅）

　同　　　後集（同）

　聯珠詩格（元群群）

　唐詩三百首（清衝塘退士）

　唐宋八家文讃本（清韻徳潜）

　〔唐詩別裁集（同）〕

　宋詩別裁集（同）

　明詩別裁集（同）
　古　　　　言寺　　　宝原　q青≡E士軍貞）

　〔本　事　詩（唐孟繁）〕

　圓　機　活　法（明王世貞？）

邦人の編著

　〔本朝丈粋（藤原明衡）〕

　〔江　談　抄（大江匡房）〕

老
荘
潅
蒙
拾
列
楚
文
陶

　　　子（周牛耳）

　　　子（周幹周）

　南　子（漢劉安）

　　　求（三層濡）

　遺　　記（三王嘉）

仙全傳（明李禁龍）

　　　譜（漢劉向）

　　　選（梁薫統）

　　　集（否陶泌）
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〔菅家文草・菅家後集（菅原道眞）〕

和漢朗詠集（藤原公任）

新撰朗詠集（藤原基俊）

錦　繍　段（天隠龍澤）

〔暉林句集（東陽英朝）〕

覆醤集（石川重之）
寛齋先生遺稿（市川世寧）

栗山堂詩集（柴野邦彦）

春草堂詩紗（頼惟柔）

山陽詩妙（頼裏）
北浜遺珠（頼三樹三郎）

（昭和四十三年九月二十五日）
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